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令和２年度

施 政 方 針

長
年
の
取
り
組
み
が
実
を
結
ぶ

　
昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
と
な

り
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
長
年

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
花
を
咲

か
せ
、
実
を
結
ん
だ
案
件
が
幾
つ

も
あ
り
ま
し
た
。

　
足
掛
け
７
年
の
取
り
組
み
が
実

り
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村

の
食
堂
で
燕
市
の
金
属
カ
ト
ラ

リ
ー
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
道
１
１
６
号
吉
田
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て
も
、
長
年
の
粘

り
強
い
要
望
活
動
の
結
果
、
関
係

各
位
の
多
大
な
る
ご
協
力
も
あ

り
、
昨
年
末
、
つ
い
に
都
市
計
画

決
定
に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
国
道
２
８
９
号

燕
北
バ
イ
パ
ス
朝
日
大
橋
の
完

成
、
大
河
津
分
水
に
会
場
を
移
し

た
燕
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
大

成
功
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

産
業
史
料
館
も
順
調
に
入
館
者
数

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
弥
彦
村
と
共
同
で
進

め
て
き
た
水
道
事
業
広
域
化
の
取

り
組
み
が
、
日
本
水
道
協
会
の
水

道
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
す

る
と
と
も
に
、
一
昨
年
の
「
下
町

ロ
ケ
ッ
ト
」、
昨
年
の
「
グ
ラ
ン

メ
ゾ
ン
東
京
」
と
、
２
年
連
続
で

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
燕
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

想
定
以
上
の
人
口
減
少

　
令
和
２
年
度
は
第
２
次
燕
市
総

合
計
画
の
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

計
画
の
折
り
返
し
点
を
過
ぎ
、
目

標
達
成
に
向
け
て
重
点
施
策
を
着

実
に
推
進
す
る
大
切
な
年
と
な
り

ま
す
。

　
昨
年
、
総
合
計
画
の
中
間
評
価

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
活

動
人
口
」
や
「
交
流
・
応お

う

え

ん

援（
燕
）

人
口
」
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
最
も
重
要
な
「
定
住
人

口
」
に
つ
い
て
は
、
我
々
が
想
定

し
た
以
上
に
減
少
が
進
ん
で
お

り
、
特
に
子
ど
も
の
産
ま
れ
る
数

（
出
生
数
）
の
減
少
が
著
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
施
策
の
達
成
状
況
を
表
す
個
別

指
標
で
も
、「
定
住
人
口
増
戦
略
」

の
６
割
で
中
間
目
標
値
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
最
終
的
な
目
標
の
達

成
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
施
策
の

拡
充
・
強
化
を
図
る
べ
く
総
合
計

３月２日、市議会定例会で市長が施政方針演説
を行いました。その中から、当初予算額や重点
施策などポイントを絞ってお知らせします。

施政方針
全文は
こちら

●問合せ　企画財政課 財政チーム☎️ 0256・77・8356 / 企画チーム☎️ 0256・77・8352

画
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

３
つ
の
重
点
施
策

　
令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え

た
各
種
事
業
の
検
証
や
見
直
し
等

の
調
整
を
図
り
、
優
先
度
を
踏
ま

え
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
配
分

を
行
う
と
と
も
に
、
総
合
計
画
の

中
間
評
価
を
踏
ま
え
、「
３
つ
の

人
口
増
戦
略
」
を
柱
に
、
❶
出
生

数
の
減
少
幅
を
抑
制
す
る
た
め
の

子
育
て
支
援
策
の
拡
充
・
強
化
、

❷
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え

た
健
康
づ
く
り
・
重
症
化
予
防
・

介
護
予
防
の
一
体
的
推
進
、
❸
若

者
や
移
住
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
始
め
、
高
度
外
国
人
材
の
雇

用
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
う
新
し

い
風
を
捉
え
た
地
域
活
性
化
策
の

展
開
を
重
点
的
に
実
施
す
る
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
積
立
金
を

活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修

な
ど
を
進
め
る
内
容
と
い
た
し
ま

し
た
。

一般会計当初予算の推移
（借換債を含む）

当初予算内訳
会計 予算額 前年比

増減率
一般会計（①＋②） 402億5,600万円 △1.2%
 借換債① 59億8,005万円 △30.7%
 実質的な予算規模② 342億7,595万円 6.7%
特別会計 170億2,410万円 2.0%
 国民健康保険 72億2,712万円 2.1%
 後期高齢者医療 9億4,191万円 10.1%
 介護保険事業 87億8,484万円 1.2%
 土地取得 7,023万円 0.1%
総 額 572億8,010万円 △0.3%

平成27年度 378億4,500万円

平成28年度 386億1,400万円

平成29年度 382億1,100万円

平成30年度 397億8,000万円

令和元年度 407億4,400万円

令和２年度 402億5,600万円

402402億5,6005,600万円　(前年度比 1.2％減 )

　一般会計当初予算の総額は、402 億 5,600 万円です。借
かり

換
かえ

債
さい

を除く実質的な予算額は、令和元年度比 21
億 6,490 万円増の 342 億 7,595 万円で、直近 10 年間では 5 番目の規模となっています。なお、経済対策
等国の補正予算による繰越事業 5 億 27 万円を合わせた執行ベースの予算規模は 347 億 7,622 万円となっ
ています。

令和２年度

一般会計当初予算

用語説明
自主財源…
義務的経費…

市が自ら徴収または収納できる財源
支出することが義務付けられている経費

依 存 財 源 …
投資的経費…

国または県などから収入される財源
社会資本の整備に要する経費

借 換 債 … すでに発行した市債を現行の利率のものに借り換えるために、借入額と返済額を歳入歳出同額で予算計上

歳入
402億
5,600万円

自主
財源
41.6%

依存
財源
58.4%

歳入の状況
その他（地方消費税交付金など）その他（地方消費税交付金など）
27億6,636万円27億6,636万円
6.8%6.8%

寄附金寄附金
27億1万円27億1万円
6.7%6.7%

国・県支出金国・県支出金
53億7,541万円53億7,541万円
13.4%13.4%

市税市税
104億6,787万円104億6,787万円
26.0%26.0%

繰入金繰入金
9億5,571万円9億5,571万円
2.4%2.4%

諸収入諸収入
9億9,640万円9億9,640万円
2.5%2.5%

分担金及び負担金分担金及び負担金
2億3,610万円2億3,610万円
0.6%0.6%

財産収入財産収入
6億9,078万円6億9,078万円
1.7%1.7%

市債市債
84億5,755万円84億5,755万円
21.0%21.0%
※うち借換債※うち借換債
59億8,005万円59億8,005万円

その他その他
7億981万円7億981万円
1.7%1.7%

地方交付税地方交付税
69億円69億円
17.2%17.2%

詳しくは、
市 ホ ー ム
ページをご
覧ください

歳出
402億
5,600万円

義務的
経費
53.2%

その他
経費
39.8%

歳出の状況（性質別分類）

その他（維持修繕費・予備費）その他（維持修繕費・予備費）
3億1,540万円3億1,540万円
0.8%0.8%

人件費人件費
58億1,949万円58億1,949万円
14.5%14.5%

積立金積立金
9億5,891万円9億5,891万円
2.4%2.4%

公債費公債費
104億118万円104億118万円
25.8%25.8%

扶助費扶助費
52億891万円52億891万円
12.9%12.9%

※うち借換債※うち借換債
59億8,005万円59億8,005万円

普通建設事業費普通建設事業費
28億2,853万円28億2,853万円
7.0%7.0%

投資的経費投資的経費
7.0%7.0%

補助費等補助費等
50億5,768万円50億5,768万円
12.6%12.6%

物件費物件費
54億7,788万円54億7,788万円
13.6%13.6%

繰出金繰出金
35億円410万円35億円410万円
8.7%8.7%

貸付金貸付金
6億8,392万円6億8,392万円
1.7%1.7%

❶ ❷ ❸

出生数の減少幅を抑制するための
子育て支援策の拡充・強化

人生100年時代を見据えた
健康づくり・重症化予防・介護予防

の一体的推進

若者や移住者がまちづくりに
参加し始め、高度外国人材の雇用
が進みつつあるという新しい風を
捉えた地域活性化策の展開

⬇ ⬇ ⬇
働きながら子育てしやすい
ものづくりのまちを目指します

人生100年時代の健康づくり
を進めます

「天
てん

上
じょう

新
しん

風
ぷう

」
新しい風を捉えた

地域の活性化を進めます
◎詳しくは４〜７ページをご覧ください。

公共下水道事業特別会計は、令和２年度から公営企業会計（下水道
事業会計）に移るため、特別会計全体の比較では除外しています。


